
第６４回広陵町文化祭 開催結果

広陵町教育委員会事務局 教育振興部 生涯学習課

１ 主催者あいさつ

２ 開会宣言

３ テープカット

※テープカットについては、
町制7０周年を記念し、事前
に申込のあった町民、主催者
及び来賓70名により実施

３ 開会セレモニー（１日）１ 日程

２ 開会周知

採用作品１点、入選作品
１０点を選考し、対象者を
表彰。副賞として図書カー
ド（採用者3,000円、入選
者1,000円)を贈呈。
応募作品は、プリントア

ウトして全作品を文化展覧
会で展示。

ポスターデザイン表彰式

１

令和７年11月１日（土）～３日（月）

【開催時間】
・１日（土） 13:00 ～ 16:00

※文化展覧会は10：00から
・２日（日） 10:00 ～ 16:00
・３日（月） 10:00 ～ 16:00

※文化展覧会は15：00まで ▲開会セレモニーにおけるテープカット

資料 １－１

日程

展示
中央
体育館

開会式
活動発表
かぐや姫
ホール

２日
(日)

展覧会
作品搬入

準 備 期 間 文 化 祭 期 間

３１日
（金）

１日
(土)

活動体験

４日
（火）

開 会

会場設営
手直し・作品
搬入受入準備

３０日
（木）

活動発表 休館日

作品搬出

展覧会
会場撤収

撤収

会場設営

２９日
（水）

３日
(月･祝)

講 演

展覧会

最終調整

・町ホームページ ・広報「こうりょう」
・町公式ＬＩＮＥ

・ポスター掲示
各区・自治会、公共施設、学校・園、金融機関、商業施設等に

掲示。

▲採用作品

▲入賞作品



６ 映画鑑賞会（２日）

第６４回広陵町文化祭 開催結果

５ 参加体験型教室（２日）

公民館諸室及び駐車場仮設テントを会場に、
公民館育成クラブの活動体験や文化財ガイド
の会による鋳造体験、各種団体による啓発や
模擬店が行われ、それらのブースを巡るスタ
ンプラリーも開催。
広陵町参加体験型教室実行委員会の運営で

開催。

スタンプラリー参加者 ２８８人

公民館育成クラブや公民館教室参加者による公
民館活動の発表の場として、かぐや姫ホールで開
催。主催は広陵中央公民館活動発表会実行委員会。

2５団体が出演 ２８７人が来場

広陵町教育委員会事務局 教育振興部 生涯学習課 ２

７ 公民館活動発表会（３日）４ 文化講演会（１日）

１,９３７人

８ 文化展覧会（１日～３日）

（1）来場者数（文化展覧会）

○演 題 「江戸時代にタイムトラベル ～落語と講演～ 」
○講 師 広福亭 ぽい 氏（素人落語家）
○時 間 １４：００～１５：３０
○人 数 ７５人

○タイトル 「ズートピア」
○上映時間 １時間４８分
○時 間 ①：１０：３０～ ８５人 ②：１３：００～ ３５人



（１）文化展覧会について

模擬店や野点（お
茶席）の実施に加え
て、町の指定文化財
である立山まつりの
飾り物を昨年同様に
設置。
また、格技場で園

児作品展を行ったが、

第６４回広陵町文化祭 開催結果

文化祭全体の内容が固定化していることから、観覧者は昨年度（2,428
人）と比較して、20.3％の大幅減となった。
特に、初日である１日（土）に関しては、２日（日）と比較すると

おおよそ半数程度の観覧となっており、参加体験型教室や活動発表会
のようなコンテンツがない開催日は集客が困難であると判断できる。
このことから、開催日程の集約化（２日間での開催など）についても

検討する必要がある。

広陵町教育委員会事務局 教育振興部 生涯学習課 ３

日 付 観覧者 日程比率

１日（土） 412人 21.3％

２日（日） 779人 40.2%

３日（月・祝） 746人 38.5%

合 計 1,937人 100.0%

（２）文化講演会・映画鑑賞会について

出展数 ４０２点（昨年度４１１点）
文化協会加入者 ７２点
７０代以上 ３１０点
新規出展数 ２１点

文化展覧会については、昨年度と比較し、出展数は微減であるが、
７０代以上の出展が約７７％となっているほか、新規出展数は約５％
にとどまっており、今後、出展数は激減する可能性が高い。
部門の新設や大学等への周知など出展数を増加させる取組を行って

きているが、効果は乏しい状況である。
これまで、出展者の多数を占めていた文化協会の加入者が約１７％

にとどまっており、日常的に作品の制作に取り組む町民が少ない状況
であることから、文化展覧会に限った取り組みではなく、こどもの頃
から創作活動の魅力に触れ、成人となってからも芸術に関心を持つよ
うな事業の実施など、中長期的な視点に立った取り組みが必要である。

文化講演会については、昨年度（７０人）と比較し、人数は５名増
加しているが、かぐや姫ホールにおける収容人数の４分の１にも満た
ない状況である。
文化的な意義のある内容とはなっているが、文化展覧会などへの集

客には繋がっていないのが現状である。
また、映画鑑賞会については、サブスクリプションの普及により、

新作の映画が自宅で鑑賞できる環境が整っていることから、鑑賞者数
は減少傾向にあり、事業を実施する意義（こどもたちに新作の映画を

鑑賞してもらう）が薄れていることから、これらの会について、令
和８年度は実施せず、開催日程の集約化（２日間での開催など）

を含めて、新たな企画を検討する必要がある。

（３）参加型体験教室・活動発表会について

参加体験型教室については、内容が固定化されていることもあり、
文化展覧会を含む複数のブースなどを巡るスタンプラリーの参加者に
ついても、昨年度（４１８人）と比較し、１３０人減少している。
現状、中央公民館の各諸室及び駐車場を使用しているが、駐車場内

の特設テント設置に多くの経費が必要となること及び大半のブースが

午後には催しを終えていることから、令和８年度については、中央
公民館の諸室のみで開催し、同じ諸室であっても、午
前・午後で異なる内容が体験できるものとするなど、開

催方法を見直す必要がある。
また、活動発表会についても、開催日における文化展覧会の来場者

数は減少傾向にあることから、現状の育成クラブのみによる発表では
なく、町内で活動する様々な団体を含めた発表会とするなど、内容を
今後、検討する必要がある。


